







ENT研究を Busenitz et al. （2003；2014）と Shildt et al. （2006）に依拠しながら紹介することを目的
とする．
1．アントレプレナーシップ研究の動向
Busenitz et al. （2003；2014）によると，これまでの ENT研究は次の 4つのドメイン（領域）に分


















という点について示したものが，図 1である 1）．Busenitz et al. （2003）は 1985年から 1999年までの





1）　図において，太字の数字と％は，2000-2009年度に Academy of Management Journal. （AMJ）, Academy of Management 
Review（AMR）, Strategic Management Journal. （SMJ）, Journal. of Management（JOM）, Organization Science（OS）, 
Management Science（MS）, Administrative Science Quarterly（ASQ）に掲載された ENT研究の掲載本数と割合を示
している（n=216）．図において，丸括弧内の数字と％は，Busenitz et al. （2003）で報告された上記のジャーナルに掲
載された本数と割合を示している（n=94）．角括弧内の数字と％は，2000-2009年度に ENT研究の専門誌である
Entrepreneurship Theory and Practice（ETP）, Journal. of Business Venturing（JBV）に掲載された本数と割合を示して
いる（n=644）．
図 1：トップジャーナルにおけるアントレプレナーシップ研究の掲載領域
1985-1999 年と 2000-2009 年














いう現象をより深く理解することが可能になると考えられている（Busenitz et al., 2003）．
2．研究グループによるアントレプレナーシップ研究の検討































































本稿では，アントレプレナーシップ分野における先行研究を Busenitz et al. （2003；2014）と Shildt 
et al. （2006）に依拠しながら紹介した．Busenitz et al. （2003；2014）は 4つのドメインを設定するこ
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